




The relationship among the motives for learning, apathy, self-efficacy, and daily life skills in the first-year and the 
second-year college students belonging to Department of Science and Technology 
小杉大輔＊ 
Daisuke KOSUGI 
Abstract: The purpose of the present study was to examine factors that underlie college students' learning and the 
relations among these factors. Two hundred and six college students answered a questionnaire. This questionnaire 
covered their motives for learning in a college, apathy, self-efficacy and daily life skills. Using the multiple linear 
regression analysis, ANOVA, and t-test, I examined the relations among the factors of each topic. Results showed 
different tendencies in learning, apathy and self-efficacy between in the first-year and the second-year students. In 
addition, the sense of obligation to learning seems to have a major impact on those factors for students in the first and 
the second grades. 
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Table l 学習の動機づけ尺度の因子分析結果（Promax 回 転後の因子パターン） 
項目内容 
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静岡理工科大学総合情報学部 1 年生 11o 名（女性 5 
名），理工学部情報システム学科 2 年生 96 名（女性 13 
名）. 





























































3.733, 1.928, 1.230, 1.119・・り と因子の解釈可能性
を考慮すると 3 因子構造が妥当であると考えられた．そ
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知的好奇心 義務感 将来展望 






















Table 3 重回帰分析の結果（1年生） 
無気力感 自己効力感 ライフスキル 
Ii 
知的好奇心 -.13 .15 .15 
義務感 .42 … 一．35 … -.09 
将来展望 ー．27‘古 .14 .29 中中 
R2 	 .27 
fi 
.16 骨☆☆ 







項目，義務感 10 項目，将来展望 7 項目の 3 つの下位尺 
度から構成されていることが示された．今回の調査では， 
4 件法を用いたので，知的好奇心は 36 点満点, 義務感
は 40 点満点, 将来展望は 28 点満点となる． 
各尺度の得点の学年差 
Table 2 に学年ごとの各尺度の得点を示した． I検定



























次に, 得られた 2 つのクラスタを独立変数，「義務感」 
「将来展望」を従属変数としたI検定をおこなった. そ
の結果，「義務感」において，第 1 クラスタの得点が第 
2 クラスタの得点よりも有意に高かった（1(108)= 15.27, 




Table 4 1年生における群ごとの各尺度の得点（と標準偏差） 
学習の動機づけ 
無気力 自己効力感 ライフスキル 
知的好奇心 義務感 将来展望 
義務感高群 22.85 29.88 22.12 49.80 50.90 60.20 
(N =41) (5.01) (3.01) (3.52) (6.90) (8.79) (8.55) 
義務感低群 23.57 19.99 22.70 43.51 55.94 61.06 
(N = 69) (4.96) (3.44) (3.46) (8.23) (8.55) (9.59) 
Table 5 重回帰分析の結果（2年生） 
無気力感 自己効力感 ライフスキル 
,8 β β 
知的好奇心 ー．28' .23 ☆ .20 
義務感 .22 ☆ 一．39'" 一．15 
将来展望 ー，01 .05 .15 
R2 .11* .18 士☆‘ .10* 








































3 つのクラスタを得た，第 lクラスタには，50 名，第 2 
クラスタには 34 名，第 3 クラスタには 12 名の調査対象
が含まれていた．／検定をおこなったところ，人数比率
の偏りが有意であった ゲ= 22.75,ず=2,p <.001) 




義務感】F (2, 93)=609.54, p<.001),Tukey の HSD 法 
(5 ％水準）による多重比較をおこなったところ, 「知
的好奇心」については，第 1 クラスタ＞第 2 クラスタ与 
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Table 6 2年生における群ごとの各尺度の得点（と標準偏差） 
学習 の動機づけ 
無気力 自己効力感 ライフスキル 
知的好奇心 義務感 将来展望 
学習意欲高群 26.92 23.66 23.16 43.60 55.38 61.44 
(N =50) (3.03) (5.22) (3.13) (9.06) (7.55) (10.10) 
義務感高群 17.97 25.12 20.79 51.68 48.85 56.06 
(N=34) (2.23) (3.72) (3.74) (7.22) (9.94) (9.37) 
義務感低群 17.25 13.67 20.33 42.25 56.50 60.83 
(N=12) (3.41) (2.27) (5.60) (11.01) (8.71) (8.86) 
第 3 クラスタ「義務感」については，第 1 クラスタ与第 

















3 群の各尺度の得点を Table 6 に示す．分散分析の結果， 
まず，無気力感尺度における得点差は有意であった（F 
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